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１　はじめに

日本が輸入する野菜は中国産が最も多い
が、他方で、世界的な気候変動や自然災害
などが頻発する中で、輸入先の多様化を図
る動きもみられる。生鮮野菜については、
中国以外の輸入先としてニュージーランド
や米国などが挙げられ、冷凍野菜では米国
やタイを中心に、アジア地域の中ではベト
ナムが輸入先の一つとなっている。日本で
は近年、高齢化や調理の簡便化、個食機会
の増加などから加工・業務用野菜の需要が

増加しており、これらの用途向けに冷凍野
菜の輸入量が増加傾向にある。その中でベ
トナム産冷凍野菜の輸入量も増加してお
り、冷凍野菜輸入量に占める同国産の割合
は小幅ながらも伸びつつある。輸入される
ベトナム産冷凍野菜の品目を見ると、他の
輸入先と比較して「その他の冷凍野菜」に
分類されるものが多く、統計上は具体的品
目が明らかにされていないが、後述するか
ぼちゃやなすなどがこれに含まれている
（図１）。また、当該分類以外では、えだま
めやいんげん豆などの豆類、ほうれんそう、

ベトナムの冷凍野菜の生産および輸出動向

アジア地域の主要な野菜輸入先の一つであるベトナムからの野菜の輸入量が増加してい
る。ベトナムから輸入される野菜は主に冷凍されたものでえだまめやスイートコーンのほ
か、ねぎ、なす、かぼちゃなど、さらには天ぷらやエビ挟み揚げの加工をされた製品も多い。
ベトナム産野菜は高品質かつ低価格であることから、顧客から高い評価を受けており、国
内外ともに需要が伸びている。
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図１ ベトナム産冷凍野菜およびその他冷凍野菜輸入量の推移

（千トン）

（年）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

注：HSコード：071080090、200490299（その他冷凍野菜）

図１　ベトナム産冷凍野菜およびその他冷凍野菜輸入量の推移

　　　資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
　注：HSコード：071080090、200490299（その他冷凍野菜）
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スイートコーンなどが、輸入されるベトナ
ム産冷凍野菜の主要品目となっている。
本稿では、近年、高い汎用性が評価され
ているベトナム産冷凍野菜について、その
他冷凍野菜を中心に、委託調査結果をもと
にその概要を報告する。
なお、本稿中の為替レートは、１米ドル

=123.39円（注１）、100ベトナムドン（VND）�
＝ 0.53円（注２）を使用した。

（注１）　三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会
社「月末・月中平均の為替相場」の2022年３月
末ＴＴＳ相場。

（注２）　�2022年３月末参考相場。

２　野菜生産の概況

ベトナムは南北に長い国土を持つこと
で、北部は四季が存在する亜熱帯気候、
南部は乾季と雨季が存在する熱帯モン
スーン気候に属するなど、野菜生産にお
いてもその多様性がうかがえる。同国に
おける野菜の主産地は大きく３つの地域
に分けられ、北部の首都ハノイ市を含む、
ハイズオン省、フンイエン省、タイビン
省を中心とした紅河デルタ地域、中部の
ラムドン省の省都ダラットを中心とした
標高の高く比較的冷涼な中部高原地域、
南部のメコン川下流域で、ヴィンロン省、
ソクチャン省を中心としたメコンデルタ
地域となる（図２）。紅河デルタ地域やメ

図２　ベトナムの野菜の主産地

紅河デルタ地域

中部高原地域

メコンデルタ地域

図２ ベトナムの野菜の主産地

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
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資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
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コンデルタ地域は河川流域に肥沃な土壌
が広がり、コメの主産地であるとともに
野菜の生産も盛んに行われている。中部
高原地域は、標高を生かしさまざまな野
菜の生産地であるとともに、主要都市で
あるホーチミンから北東約250キロメー

トルと比較的近郊に位置していることか
ら、これらを活用した食品加工業も盛ん
である。また、いずれの地域でも生鮮向
けのみならず、保管・輸送技術の発展と
ともに、冷凍向けの野菜生産も行われて
いる状況にある（表１）。

３　その他野菜の概況

（１）その他冷凍野菜の輸出
冒頭で、ベトナムからの冷凍野菜の輸入
量が増加しているとしたが、この内訳を考
察するため、輸入産品の分類を示す輸出入

統計番号であるHSコードで検索すると、冷
凍野菜として具体的品目が示されるものは
限られる（表２）。そのため、その他冷凍野
菜には、基本的にHSコードで分類される冷
凍野菜以外のものが該当し、包含される冷
凍野菜の品目は数多く存在するとみられる。

表１　その他冷凍野菜の主産地と主要品目
産　地 品　目

紅河デルタ地域を含む北部地域 なす、かぼちゃ、パプリカ、ねぎ、にら、しょうが

中部高原地域を含む中部地域 なす、かぼちゃ、パプリカ、ねぎ、にら、オクラ

メコンデルタ地域を含む南部地域 かぼちゃ、ねぎ、にら、オクラ、しょうが

資料：ベトナム農業農村開発省からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成

表２　冷凍野菜HSコード表
HS コード 品　名

0710.10000, 2004.10 ばれいしよ

0710.21000 えんどう（ピスム・サティヴム）

0710.22000 ささげ属又はいんげんまめ属の豆

0710.29010 えだ豆

0710.29090, 2004.90212 その他のもの（豆類）

0710.30000 ほうれん草、つるな及びやまほうれん草

0710.40000, 2004.90110, 2004.90230 スイートコーン

0710.80030 ごぼう

0710.80010 ブロッコリー

0710.90100 スイートコーンを主成分とするもの（混合野菜）

0710.90200 その他のもの（混合野菜）

0811.10 いちご

2004.90211 アスパラガス

2004.90220 たけのこ

2004.90240, 2004.90291 ヤングコーンコブ
資料：公益財団法人日本関税協会「Web タリフ」より農畜産業振興機構作成
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ベトナム商工省によると、近年、日本向
けに輸出されるその他冷凍野菜には、冷凍
なす、冷凍カットかぼちゃ、冷凍カットパ
プリカなどが多いとされている（表３）。
また、主な冷凍野菜製造企業で製造される
製品を見ると、その他冷凍野菜に分類され
るものには、冷凍なす、冷凍かぼちゃなど
のカット製品などが多い。さらに、単純に
加熱、冷凍加工のみにとどまらない冷凍し
た野菜の天ぷらや、水産業が盛んなベトナ
ムの主要水産品であるエビを加えた冷凍の
野菜加工品も存在している（表４）。現地
関係機関によると、これら製品は、日本向
けはもちろんのこと、ベトナム国内でも需
要が伸びているとされている。
近年のその他の冷凍野菜の輸出量の推
移を見ると、2020年は３万1207トン（前
年比0.6％減）でわずかに減少している
が、これは、新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）の世界的流行（パンデミッ
ク）に伴う外食需要などの減少によるも
のとみられている（図３）。ベトナムのそ

の他冷凍野菜の輸出先は日本向けが中心
であり、韓国、米国、豪州向けと続く。
2020年の日本向け輸出量は１万9301ト
ン（同15.2%減）とかなり大きく減少し
ているものの、ベトナム産に対する日本
の需要は高いと考えられる。現地関係機
関によると、日本からのその他冷凍野菜
の引き合いは増加傾向にあり、この背景
には、安定確保のため、中国への一極集
中の解消に向けた取り組みではないかと
の見方が出ている。また、ベトナム産の
野菜は、冷凍・解凍を行っても食味の変
化が少ないと評価されており、中国に比
べて低い人件費は加工費を安く抑えるこ
とにつながるため、価格競争力があるこ
とも需要を伸ばす要因とされている。さ
らには、農産物加工企業でも、日本から
技術指導員を招くとともに、最新の製造
ラインを配置することで、日本の仕様や
衛生の水準を満たした冷凍野菜の生産・
加工が可能となっていることも一因とさ
れている。

表３　輸出実績のあるその他冷凍野菜とその加工について
品　名 加　工

冷凍なす 焼き、カット・焼き、カット・フライ、天ぷら、エビセット・フライ、
エビはさみ揚げ

冷凍かぼちゃ カット、天ぷら

冷凍パプリカ カット、カット・ボイル、天ぷら

冷凍とうがらし －

冷凍たまねぎ カット

冷凍にんじん カット

冷凍オクラ カット・ボイル、天ぷら

冷凍れんこん カット、天ぷら

冷凍ズッキーニ カット・焼き

資料：ベトナム商工省「週刊　流通情報」	
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図３ ベトナム産その他冷凍野菜輸出量の推移
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資料：「Global Trade Atlas」

HSコード：071080、200490

注：071080に含まれるごぼう、ブロッコリー、200490に含まれるスイートコーン、アスパラガス、豆、タケノ

コ、ヤングコーンコブを含む。

図３　ベトナム産その他冷凍野菜輸出量の推移

資料：「Global Trade Atlas」
注１：HSコード：071080、200490
注２ ：�071080に含まれるごぼう、ブロッコリー、200490に含まれるスイートコーン、アスパラガス、豆、タケノコ、

ヤングコーンコブを含む。

表４　主な冷凍野菜製造企業と主要製品
企業名 主要事業 主要製品 日本向け主要製品

HỢP TÁC XÃ CHĂN NUÔI 
VÀ TỔNG HỢP DỊCH VỤ 
ĐẠI PHÁT

冷凍食品製造 スイートコーン、ミックスベジタブル、いも類 今後展開予定

CÔNG TY CP NÔNG SẢN 
THỰC PHẨM LÂM ĐỒNG

冷凍食品製造 ほうれんそう、やまほうれんそう、いも類、え
んどうなど

ほうれんそう、やまほ
うれんそう、いも類、
えんどうなど

Công Ty TNHH Thực Phẩm 
Minh Tiến

加工食品製造 冷凍食品生産・販売、ミックスベジタブル、ス
イートコーンなど

現在はないが、今後展
開していきたい

KHANG AN FOODS JOINT-
STOCK COMPANY

冷凍食品製造 冷凍パプリカカット、冷凍（ゆで）パプリカカッ
ト、冷凍なすカット焼き、冷凍（ゆで）野菜と
えび、ミックスベジタブル、冷凍かぼちゃ揚げ、
冷凍なす天ぷら、冷凍なすえび挟み揚げ、冷凍
れんこん天ぷら、冷凍オクラ天ぷら、冷凍かぼ
ちゃ天ぷら、冷凍さつまいも天ぷら、冷凍パプ
リカ天ぷら、冷凍（ゆで）かぼちゃカット、冷
凍（蒸し）かぼちゃカット、冷凍（ゆで）ズッ
キーニカット、冷凍ズッキーニカット（焼き）、
冷凍さつまいもカット揚げ、冷凍パプリカカッ
ト（ゆで）、冷凍オクラカット（ゆで）、冷凍れ
んこんカット（ゆで）、冷凍しょうが、冷凍な
すカット（ゆで）、冷凍なすとエビ揚げ、冷凍
にんじんカット等、シーフードかき揚げなど

なす、かぼちゃ、パプ
リカ、れんこん、ズッ
キーニ、オクラ、にん
じん、さつまいもの冷
凍野菜（ゆで、蒸し、
かき揚げ、天ぷら、え
びとかき揚げなど）

SAO TA FOODS JOINT 
STOCK COMPANY

冷凍食品製造 冷凍かぼちゃカット揚げ、冷凍れんこんカッ
ト（揚げ、ゆで）、冷凍かぼちゃカット（蒸し）、
冷凍かぼちゃ天ぷら、冷凍ズッキーニカット（焼
き、ゆで）、冷凍にんじんカット（ゆで）、冷凍
なすカット（焼き、揚げ、ゆで）、冷凍オクラ（ゆ
で、天ぷら）、冷凍しょうが、冷凍さつまいもカッ
ト（ゆで、揚げ）、冷凍パプリカ（ゆで）、ミッ
クスベジタブルなど

冷凍かぼちゃ天ぷら、
冷凍なすカット焼き、
冷凍オクラ天ぷら

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
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（２）　輸出までの工程と経費
農産物加工企業の自社農場または契約農
場で収穫された野菜の場合、収穫日の翌日
には自社工場で冷凍加工され、その日のう
ちに港湾付近の輸出企業の施設に出荷され
る。ここで製品をコンテナに搬入した後に
輸出手続きを行い、日本向けに出荷される。
工場出荷からベトナム北部最大の港湾都市

であるハイフォン港（紅河河口。ハノイか
ら約100キロ）経由で日本向けに輸出さ
れる場合、その期間は15~20日間、ホー
チミン港経由では19~26日間程度となる
（図４）。なお、この日数はいずれも直行便
で輸送される場合であり、経由地がある場
合はさらに日数を要する。

冷凍野菜は、一般的に500グラムもし
くは１キログラム単位で袋詰めされ、10
キログラムもしくは20キログラム用の段
ボールに梱包された状態で、20フィート
もしくは40フィートのリーファーコンテ
ナ（注３）（マイナス18度設定）で輸出される。
搭載される野菜重量は20フィートコン
テナで約28トン、40フィートコンテナで
約26トンとされている（注4）。

（注３）　冷凍・冷蔵貨物の輸送に使用される特殊コンテ
ナ。冷凍機を内蔵し、断熱材で囲うことで、コン
テナ内部を一定の温度（プラス20度～マイナス
20度）に保つ機能がある。

（注４）　コンテナの自重は40フィートコンテナの方が
重いため、積載重量は40フィートコンテナの方が
少ない。

輸出に要する経費は、調査時点（2021
年３月）では１コンテナ当たり1000米ド
ル台後半から3000米ドル程度（18万
5085~37万170円）とされる（ハイズオ
ン省出荷－ハイフォン港経由－横浜港着も
しくはラムドン省出荷－ホーチミン港経
由－横浜港着を想定。表５）。内訳を見ると、
過半は海上運賃で占められる中、COVID-
19に伴う物流の混乱などの影響から海上
運賃の高騰が続き、現状ではさらなる上昇

収穫・
集荷

トラック
配送

製造業者
納品 加工 保管 製品出荷

製品をコ
ンテナに
搭載

港へ

輸送
輸出手
続き

タイから
日本まで
輸送

輸入手
続き

実需者
へ

３日目 ４日目 ３～５日間
7～8日間

（ハイフォン港発）
１１～１４日間

（ホーチミン港発）
３～５日間

ハイフォン港発の場合⇒収穫から１７～２２日ほどで到着
ホーチミン港発の場合⇒収穫から２１～２８日ほどで到着

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
注：自社農場もしくは契約農場にて収穫、横浜港着を想定

１日目 ２日目

図４ 収穫から日本の実需者に届くまでの流れ図４　収穫から日本の実需者に届くまでの流れ

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
　注：自社農場もしくは契約農場にて収穫、横浜港着を想定。
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が見込まれる。
また、自社農場や契約農場以外での原
料調達は、ミドルマンと呼ばれる産地商
人（注５）もしくは卸売市場から調達する場合
がある（図５）。産地商人は、野菜の買い
付けから工場への運搬のみならず、野菜生
産にも深く関与しており、は種、定植、収

穫などの作業管理や労働力の確保まで関
わっている場合が多い。

（注５）　地域によってはコレクター、バイヤー、ブロー
カー、リーダーとも呼ばれ、農産物や農業資材の
販売を職業としている中間商人を指すことが多
い。

表５　ベトナム-日本間の冷凍野菜の輸出経費の例 （単位：米ドル）

ハイズオン省－ハイフォン港－横浜港

海上運賃
２０フィートコンテナ 1,000
４０フィートコンテナ 1,500

船荷証券発行手数料 82
テレックス費用 30

ターミナルハンドリングチャージ
（ターミナル利用料、荷役料、岸壁使用料、荷役労働者年金・保険料）

２０フィートコンテナ 190
４０フィートコンテナ 295

EMC（コンテナの管理・点検費用） 13
トラック輸送費 225

荷揚・荷下費
２０フィートコンテナ 66
４０フィートコンテナ 85

通関費 48
税関検査費 25

インフラ費
（港湾や道路の整備に充てられる費用で、ホーチミン港利用時は発生しない）

２０フィートコンテナ 11
４０フィートコンテナ 22

合計
２０フィートコンテナ 1,690
４０フィートコンテナ 2,325

ラムドン省－ホーチミン港－横浜港

海上運賃
２０フィートコンテナ 885
４０フィートコンテナ 1570

船荷証券発行手数料 82
テレックス費用 30

ターミナルハンドリングチャージ
（ターミナル利用料、荷役料、岸壁使用料、荷役労働者年金・保険料）

２０フィートコンテナ 190
４０フィートコンテナ 295

EMC（コンテナの管理・点検費用） 13
トラック輸送費 730

荷揚・荷下費
２０フィートコンテナ 35
４０フィートコンテナ 52

通関費 48
税関検査費 25

合計
２０フィートコンテナ 2,038
４０フィートコンテナ 2,845

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成



野菜情報 2022.566

Dong Giao Foodstuff Export Joint Stock Company (以下「DOVECO」という)
は創業１９５５年の企業で、本社は同国北部地域のニンビン省にあり、野菜・果物の栽培、
加工、輸出までを担う事業モデルを構築している。工場をニンビン省、ザライ省、ソン
ラ省の３カ所に所有し、総生産能力は年間当たり１３万６０００トンに上る。ニンビン省の
工場は、主にねぎ、にら、パイナップルなど、ザライ省の工場は野菜全般、ソンラ省の
工場はスイートコーン、マンゴーなどの加工を行っている。なお、日本からの需要が見
込まれることで、今後は冷凍オクラの製造を計画している。同社は主に冷凍野菜の製造
を行っており、多種多様な設備や製造工程を求められる天ぷらなどの総菜系の加工は
行っていない。原料の調達ルートは契約農場からも行われるが、大部分は自社農場で生
産された野菜を原料に冷凍野菜の製造を行っている。同社の自社農場としてニンビン省
に５５００ヘクタール以上、ザライ省に１万ヘクタール以上を有しており、同社の原料野
菜の主要な供給元となっている。ねぎやにらなどの葉物野菜は、工場から約８０キロメー
トル圏内で生産されており、ニンビン省、タイビン省、タインホア省での生産が多い。

同社製品の約９割が輸出向け、約１割が国内向けであり、主な輸出先は日本、英国、
フランス、ドイツ、ポーランド、オランダで、５３の国や地域に輸出している。日本向
け輸出は約１５年の実績があり、ベトナム産野菜に対する高い評価から需要が増加して

【コラム】　冷凍野菜製造企業の概要
～ Dong Giao Foodstuff Export Joint Stock Company (DOVECO) ～

図５　原料野菜および冷凍野菜の流通ルート

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
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おり、製造が間に合わない状況になりつつあるとしている。

資料：DOVECO

コラム－写真３　DOVECOの加工の様子①

コラム－写真２　DOVECOの日本向け製品
（カット済のにらとねぎ。多様なサイズを設定している）

コラム－写真１　DOVECOの日本向け製品（冷凍たけのこ）

コラムー表　DOVECOの主要冷凍製品、日本向け主要冷凍製品
主要製品 日本向け主要製品（年間輸出量）

パイナップル 、豆類、ほうれんそう、スイートコーン、スイー
トコーン（ カット ）、たけのこ、たけのこ（ カット ）、ライチ、
ライチ（皮むき）、マンゴー、ねぎ、にら

ライチ（2000トン / 年）、たけのこ（500トン / 年）、スイー
トコーン（500トン/年）、マンゴー（500トン/年）、ねぎ（200
トン / 年）、にら（200トン / 年）

資料：DOVECO

資料：DOVECO
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（３）　その他冷凍野菜の加工工程
日本向け輸出の多いその他冷凍野菜の加
工工程について、オクラを例に紹介する。
オクラの冷凍加工は、主に大きさや形によ
る仕分けや異物、汚れの除去などを行う原
料選別の後、洗浄、へた取り、殺菌、ブラ
ンチング（蒸し）、冷却、再選別、急速凍
結（マイナス40度）、梱包の工程が存在す
る。原料選別、洗浄およびへた取りの工程
で５～７人の従業員が１つのチームとなっ
て加工を行っており、ライン全体では10
人ほどの従業員が配置されている。基本的

に原料野菜を朝に入荷し、その日のうちに
箱詰めまで終了させる（写真１、２、３）。

コラム－写真４　DOVECOの加工の様子②

コラム－写真５　DOVECOの自社農場

資料：DOVECO
※X線異物検出機や自動包装機などには日本製機器を使用

資料：DOVECO

写真１　原料選別
（仕分けおよび異物・汚れ除去）
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（４）　その他冷凍野菜の生産動向
近年、ベトナムでは、消費者の間で健康
への関心が高まっており、食事の中にも野
菜を積極的に取り入れるという意識が浸透
しているため、ベトナムの野菜生産は増加
傾向にある。消費者は野菜を市場から調達
するほか、各個人の家庭農園で栽培する
ケースも増えている。また、日本、シンガ
ポール、マレーシアなど国外向け冷凍野菜
の輸出も増加しており、特に日本からの受

注の増加が同国の野菜生産を伸ばず要因の
一つと考えられる。その他冷凍野菜の原料
となる野菜の中では、ねぎやにら、オクラ、
なすなどの生産量が特に増加しており、こ
れらの野菜は国内向け、海外向けともに需
要が増加している（図６、７、８）。なお、
日本ではこれらの品目において生産規模は
横ばいもしくは縮小傾向である。（参考－
図１、２、３）。

写真２　洗浄 写真３　急速凍結（マイナス40度）
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図６ ねぎの生産量と作付面積の推移
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資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成

注：エシャロットを含む。

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

0

50

100

150

200

250

300

350

400

2018 19 20

図７ なすの生産量と作付面積の推移
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資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
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資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

参考－図１ 日本におけるねぎの収穫量と作付面積の推移
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資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

参考－図２ 日本におけるなすの収穫量と作付面積の推移

図６　ねぎの生産量と作付面積の推移

図７　なすの生産量と作付面積の推移

参考－図１　日本におけるねぎの収穫量と
作付面積の推移

参考－図２　日本におけるなすの収穫量と
作付面積の推移

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
　　注：エシャロットを含む。

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」
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その他冷凍野菜の原料となる主要な野
菜の主な産地を見ると、一般的に野菜の
主要産地とされる地域にも、その他冷凍

野菜の主産地が分布していると考えられ
る（図９）。
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図８ かぼちゃの生産量と作付面積の推移
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資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
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参考－図３ 日本におけるかぼちゃの収穫量と作付面積の推移

資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

図８　かぼちゃの生産量と作付面積の推移 参考－図３　日本におけるかぼちゃの収穫量
と作付面積の推移

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成 資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」

図９　その他冷凍野菜原料の主な生産地
　　　（かぼちゃ、パプリカ、なす、ねぎ）図９ その他冷凍野菜原料の主な生産地

（かぼちゃ、パプリカ、なす、ねぎ）

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
注：２０２０年の生産量上位３省を示す。

かぼちゃ
パプリカ
なす
ねぎ
（エシャロットを含む）

中華人民共和国

カンボジア

ラオス

タイ

資料：現地関係者からの聞き取りに基づき農畜産業振興機構作成
　注：２０２０年の生産量上位３省を示す。
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このため、冷凍野菜を生産する農産物加
工企業は、卸売市場を経由して野菜を調達
するルートではなく、自社農場や契約農場
から直接野菜を調達することが多い。オク

ラを例にすると、卸売市場経由で調達した
場合、１キログラム当たり２万5000ベト
ナムドン（133円）の費用が発生する。
一方で、自社農場もしくは契約農場から

（５）　その他冷凍野菜原料の価格
 その他冷凍野菜の主な原料となる野菜
の価格については、定期的に整理された情
報が乏しいためオンラインによる断片的な
価格調査を行った（表６）。時期や需給状
況によって価格の変動があるため断言はで
きないが、農家出荷価格と卸売市場価格と
の価格差は品目によるところが大きく、価
格差の大きい野菜では10倍ほどの開きが

ある。ベトナムでは、たびたび産地商人の
力が大きすぎることが問題となっており、
販売ルートを持たない生産者は産地商人と
の対等な価格交渉ができず、安値での買い
取りが行われていれる（注６）。生産者の収入
が少ない一方で、産地商人による中間マー
ジンの大きい実態が表６からも見て取れ
る。

表６　その他冷凍野菜原料の農家出荷価格および市場価格
品目 年月 価格（VND/kg） 円換算（円 /kg） 農家出荷価格 / 市場価格

ねぎ 2015 年 4 月 10,000-11,000 53-58 農家出荷価格

2016 年 4 月 3,000 16 農家出荷価格

2021 年 2 月 3,000-4,000 16-21 農家出荷価格

2021 年 3 月 9,000-10,000 48-53 農家出荷価格

2020 年 7 月 35,000-40,000 186-212 ホーチミン市場価格

にら 2019 年 9 月 10,000-13,000 53-69 農家出荷価格

2020 年 11 月 15,000-17,000 80-90 農家出荷価格

2017 年 12 月 25,000 133 ホーチミン市場価格

オクラ 2017 年 10 月 4,000-7,000 21-37 農家出荷価格

2021 年 1 月 25,000 133 ホーチミン市場価格

なす 2016 年 9 月 3,500-4,500 19-24 農家出荷価格

2019 年 1 月 9,100 48 農家出荷価格

2020 年 1 月 7,000 37 農家出荷価格

2020 年 1 月 20,000-30,000 106-159 ホーチミン市場価格

パプリカ 2021 年 1 月 38,000-40,000 201-212 農家出荷価格

2021 年 1 月 61,000 323 ホーチミン市場価格

かぼちゃ 2020 年 2 月 5,000 27 農家出荷価格

2020 年 5 月 5,000 27 農家出荷価格

2020 年 7 月 2,000 11 農家出荷価格

2021 年 7 月 20,000-25,000 106-133 ホーチミン市場価格

資料：現地関係機関ウェブページより農畜産業振興機構作成
参考：�なお、日本の場合、平成２９年度食品流通段階別価格形成調査によると、青果物を、集出荷団体を経由して出荷した場合の卸

売価格と生産者受け取り価格の比率は１.４６：１となっている。
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の納入価格を農家出荷価格と同程度と仮
定すると、３分の１以下の同4000 ～
7000ベトナムドン（21~37円）の費用
になる。このため、農産物加工企業は、
産地商人や卸売市場ではなく、自社農場
や契約農場から野菜を調達することで、
大きなコスト削減が可能になっていると
考えられる。2020年の日本向けその他
冷凍野菜の輸出例を見ると、冷凍カット
オクラは１キログラム当たり約2.2米ド
ル（271円）で取り引きされることが多
く、販売価格に占める原料費の割合は卸
売市場経由で約50%、自社農場や契約農
場経由で約10％と推測される。

（注６）　『野菜情報』2017年12月号「ベトナムの野菜
の生産、流通および輸出の現状」コラム1　生産･
流通におけるミドルマンの存在〈https://
v e g e t a b l e . a l i c . g o . j p / y a s a i j o h o /
kaigaijoho/1712_kaigaijoho02.html〉を参照
されたい。

４　まとめ

本稿では、近年輸入量が増加しているベ
トナム産冷凍野菜の中でも大きな割合を占
めるその他冷凍野菜を取り上げた。ただし、
この中にはさまざまな品目が含まれている
ため、定量的な分析は困難であるが、現地
関係者からの聞き取りを中心にその実態を
調査することができた。前述のとおりベト
ナム産のその他冷凍野菜は、日本からの技
術指導や製造ラインの整備など、高い品質
を維持しつつも、比較的安価な人件費を背
景とした低コストでの生産が可能であると
高い評価を受けている。また、同国では地
場野菜を使った天ぷらやエビ加工製品など
の製造も行われており、冷凍技術の進歩に
合わせて加工の高度化が可能であることも
日本からの需要が高い要因と推察される。
日本にとって最大の野菜輸入先である中国
の生産コストが上昇傾向にある中で、野菜
の安定確保の観点から、中国以外の有力輸
入先として、その存在感が増す中、今後の
ベトナム産野菜の動向が注目される。




